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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月16日(2017.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段と、
　前記撮像手段により得られたＲＡＷデータを符号化し、符号化データを生成する符号化
手段と、
　前記符号化手段により生成された符号化データを記憶媒体に記憶する記憶手段と
　を備え、
　前記符号化手段は、１画面の前記ＲＡＷデータを水平方向に複数の領域に分割した場合
の、前記複数の領域の一つの領域の符号化データのうち、前記一つの領域の次の領域の符
号化データを復号するために必要な所定の符号化データに係る情報を生成し、
　前記記憶手段は、前記情報を前記符号化データと共に記憶する
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記符号化手段は、
　前記次の領域の符号化データを復号するために必要な情報を、前記符号化におけるパラ
メータと、前記分割された領域の境界位置と、に基づいて特定することを特徴とする請求
項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
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　前記符号化手段は、
　前記一つの領域の符号化データが、該領域と隣接する領域内の符号化データを復号する
ために必要な所定の符号化データである場合には、該符号化データの位置、該符号化デー
タの符号化に用いたパラメータ、を含む情報を生成することを特徴とする請求項１又は２
に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記所定の符号化データの符号化に用いたパラメータは、前記符号化として行われた予
測差分型エントロピー符号化において該所定の符号化データについて求めた予測値である
ことを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記所定の符号化データの符号化に用いたパラメータは、前記符号化として行われたラ
ンレングス符号化において、該所定の符号化データよりも先に符号化し且つ該所定の符号
化データと同じ値の係数の値と、該所定の符号化データまでのラン長と、を含むことを特
徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記符号化手段は、前記ＲＡＷデータを周波数変換してサブバンド毎の２次元係数配列
を生成し、該２次元係数配列を符号化して符号化データを生成することを特徴とする請求
項１乃至５の何れか１項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　撮像手段を有する撮像装置の制御方法であって、
　前記撮像手段により得られたＲＡＷデータを符号化し、符号化データを生成する符号化
工程と、
　前記符号化工程で生成された符号化データを記憶媒体に記憶する記憶工程と
　を備え、
　前記符号化工程では、１画面の前記ＲＡＷデータを水平方向に複数の領域に分割した場
合の、前記複数の領域の一つの領域の符号化データのうち、前記一つの領域の次の領域の
符号化データを復号するために必要な所定の符号化データに係る情報を生成し、
　前記記憶工程では、前記情報を前記符号化データと共に記憶する
　ことを特徴とする撮像装置の制御方法。
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